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はじめに
第一次世界大戦はフランスの移民の受入れに大きな影響を及ぼした出
来事であった。大戦の勃発とともに外国人に対する警戒は高まり，１９１７
年４月の二つの政令によってフランスに滞在するすべての１５歳以上の外
国人に身分証の携帯が義務づけられることになった１）。さらに国家が外
国人労働者や植民地出身の労働者の募集に初めて着手したのも大戦期で
あった２）。したがって，第一次世界大戦期は外国人労働者の募集や管理
論 説
両大戦間期フランスの移民政策に関する一考察⑴
―ウィリアム・ウアリドの議論を中心に―
中村（渡辺）千尋
１）G. Noiriel, Le creuset franais: Histoire de l’immigration , XIX e-XX e sie｀cle ,３e e´d.,
Paris, Seuil,２００６, p.９０（大中一彌・川崎亜紀子・太田悠介訳『フランスという
坩堝：一九世紀から二〇世紀の移民史』，法政大学出版局，２０１５年，９９頁）.
２）V. Viet, La France immigre´e: construction d’une politique, １９１４―１９９７, Paris,
Fayard,１９９８, pp.３２―３６.
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の問題に国家が関与したという意味で移民史における転換点でもあった
と考えられる３）。
こうした点を考慮したとき，移民の流入が増え，移民・外国人の問題
に対する国家介入の領域が拡大する背後には，どのような議論が展開し
ていたのだろうか。戦前，外国人の入国や雇用が原則的に自由に行われ
ていたのに対して，大戦後にその国家介入が継承される背景にはそれを
支える何らかの思想が政策当事者の間で共有されていたはずである。こ
の問題を考える一つの手がかりとなるのが，法学者であると同時に経済
学者のウイリアム・ウアリド（William Oualid）の議論である。
１９２４年にパリ大学法学部の教授に着任したウアリドは，それ以前，す
なわち１９２０年頃から移民に関する著書や論文を数多く発表し，後述のよ
うに，大戦間期のフランスを代表する移民問題の専門家の一人であった。
彼は１９２４年設立の国民経済評議会（Conseil national e´conomique）のよ
うな国家機関のメンバーであっただけでなく，人権連盟（Ligue des
droits de l’homme）の活動に熱心に参加し，ユダヤ教長老会議の秘書
の地位にも就いた。さらに，１９２１年にジュネーヴで開催された国際移出
民会議（Confe´rence internationale d’e´migration）等の国際会議にもフ
ランス政府を代表して出席し，国内外で一定の影響力を有していた。移
民史の専門家であるノワリエルはウアリドについて，選別的移民政策の
実施に重要な役割を果たしながら，学術世界で実権を握った人物の一人
として評価している４）。このようにウアリドは国際機関，政府，大学，
結社，移民コミュニティをつなぐ稀有な人物として考えられ，したがっ
３）L. Dornel, «L’appel a｀ la main-d’uvre e´trange｀re et coloniale pendant la
Grande Guerre: un tournant dans l’histoire de l’immigration ? », Migrations
Socie´te´, n°１５６, novembre-de´cembre２０１４.
４）G. Noiriel, Immigration, antise´mitisme et racisme en France（XIX e-XX e sie｀cle）.
Discours publics , humiliations prive´es, Paris, Fayard,２００７, p.３２１.
両大戦間期フランスの移民政策に関する一考察⑴
８６ （３３０）
て彼の思想を検討することは両大戦間期におけるフランス移民史の特徴
を把握するのに重要である。
しかし，歴史家ロザンタルが，ウアリドは「フランスにおける社会権
の生みの親の一人」であるのにもかかわらず，「驚くほどに伝記作家か
ら忘れ去られている」と指摘するとおり５），彼の思想については十分な
検討がなされていない。もっとも，不十分ながらもウアリドの経歴と研
究業績に関してはアサンによってその概要が明らかにされている６）。そ
れによれば，ウアリドがアルジェリアに生まれ，のちにフランス本国で
活躍した最初のユダヤ系フランス人の一人であったことが確認され，彼
が第二次世界大戦のナチス占領下で失職し１９４２年に肺疾患で死去するま
での経緯が描かれている。しかし，ウアリドの移民や移民政策に関する
思想については考察されておらず，その全体像を歴史的文脈に沿って分
析する必要がある７）。
本稿では，両大戦間期における移民や移民政策をめぐるウアリドの議
論を検討し，その議論が社会的，経済的，政治的変化に応じていかにし
て変容したのかを考察することを課題とする。この際に注目に値するの
が１９３９年にウアリドが「フランスには移民政策がない」と述べているこ
とである８）。上述のように，ウアリドは長い間，当事者として移民政策
の議論に携わっていたはずである。それにもかかわらず，自らの議論を
否定するような記述を残していることは，彼の政策構想が少なくとも
５）P. -A. Rosental, «Ge´opolitique et E´tat-providence: Le BIT et la politique mon-
diale des migrations dans l’entre-deux-guerres », Annales HSS, vol.６１, n°１, jan-
vier-fe´vrier２００６, p.１１１.
６）V. Assan, «Israe¨l William Oualid, juriste, e´conomiste, professeur des univer-
site´s », Les Belles lettres, vol.４６,２００３.
７）ウアリドは経済政策，通貨政策などに関する論考も数多く残しているが，本
稿では移民に関する議論に焦点を絞ってその変遷を検討することとする。
８）W. Oualid, «Pour une politique de l’immigration en France », Esprit, n°８２, juil-
let１９３９, p.５４７.
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１９３９年には挫折していたことを意味している。そうであるならば，１９２０
年代初頭に彼が描いた移民政策は現実的な問題に直面していかにして失
敗するにいたったのかを明らかにする必要があろう。以下，本稿では，
ウアリドの経歴を確認したうえで，彼がフランスの移民政策に肯定的な
評価を与えていた１９２０年から１９２４年３月までを対象として，移民，移民
政策に関する彼の議論を検討する。次号以降では，まずその議論が二国
間協定の普及，移民問題の国際的な解決にまで及ぶものであったことを
確認する。そして，１９２４年後半以降，移民問題がより複雑な様相を呈す
るなかで，ウアリドの議論がいかにして変容したのかを考察することに
する。
１．先駆的経験としてのフランスの移民政策
⑴ 前史―移民問題の専門家への道程
まずはウアリドの経歴を簡単に確認しておきたい。ウアリドは，販売
外交員の父親とイタリアから北アフリカに逃れた家の出である母親のも
と，１８８０年１月２６日に仏領アルジェリアの都市アルジェで生まれた。
１９０４年にアルジェの法律高等学校（l’E´cole de droit）で学士号を取得す
るまで，彼は基本的にアルジェで幼少・青年期を過ごすが，１８９７年から
２年間イギリスに渡っている。それは１８９８年にアルジェで学生の運動を
発端として広がった反ユダヤ主義の暴力から身を守るためであった９）。
この渡英は家族が決めたことであったが，その際にウアリドは英語を習
得する。この経験は後述のように彼の社会的上昇に大きく関わることに
なる。
１９０４年に学士号を取得した後，ウアリドは学問を続けるためにエクス
＝アン＝プロヴァンス大学に入学する。１９０６年と１９０７年にイギリスの経
９）Assan, «Israe¨l William Oualid », op. cit., pp.１３０―１３１.
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済的自由主義に関する博士論文とアルジェリアの不動産担保をテーマと
した博士論文を相次いで執筆し，政治経済学と法学の二つの学位を取得
した１０）。その後，彼は政治経済学の教授資格試験を準備するためにパリ
に移る。最終的にその試験に受かるのは第一次世界大戦後のことである
が，その間，当時の著名な経済学者が集った『政治経済学誌』に数多く
の論文を掲載するだけでなく，その運営にも携わり，このことが経済学
者としての地位を確立する素地となった。
ウアリドが移民問題の専門家となる直接的な契機となったのは第一次
世界大戦である。開戦後，彼は志願兵として１９１４年９月に勃発したマル
ヌの会戦に従事したが，同月には重傷を負い，戦線を離れる。長い治療
期間を経た後，１９１７年に英語力が評価されたウアリドはイギリス軍に配
属され，イギリスやアメリカの要人の戦地訪問において通訳を担う。そ
して准尉，少尉，中尉と昇格していった彼は，当時，軍需大臣であった
社会主義者トマ（A. Thomas）の官房次長に，１９１８年には労働省外国人
労働者課長に任命されたのである。ウアリドが３８歳の頃であった。この
課は，戦時下で不足する労働者を国外から導入する目的で新設され，イ
タリア，ギリシャ，ポルトガル，スペインからの労働者の移送を行なう
ことを任務とした１１）。ウアリドはこの役職を経済学者ノガロ（B.
Nogaro）から引き継ぎ，戦時期の労働力政策の遂行において重要な役
割を果たすこととなった。
ここで留意すべきは，ウアリドはトマを中心として形成されたネット
ワークに属していたことである。この「トマのネットワーク」は，２０世
紀初頭に高等師範学校出身の社会主義者を中心に形成され，連帯主義を
合意の共通基盤としながら，急進党に近いメンバー，社会学者，哲学者
１０）Assan, «Israe¨l William Oualid », op. cit., p.１３１.
１１）Viet, La France immigre´e , op. cit., p.３４.
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らも参加して構成されたものであった１２）。トマの周囲に集まったメン
バーのなかには，労働部長フォンテーヌ（A. Fontaine）と親しく１３），
定期的に連絡をとるものも含まれ，このネットワークは労働局の活動に
一定の影響を及ぼしたと言われている１４）。ウアリドはシミアン（F. Simi-
and），アルヴァックス（M. Halbwachs），ユベール（H. Hubert）といっ
た当時のフランスを代表する社会主義者の知識人とともにブレーンとし
てトマを支えた。戦後もこのネットワークは社会博物館（Muse´e social），
労働者の法的保護のためのフランス全国協会（Association nationale
franaise pour la protection le´gale des travailleurs）のような改良主義
者の集う場として維持されるとともに，国際労働機関（ILO）とフラン
ス労働省との緊密な関係を支える基盤となっていく。
終戦後，ウアリドは労働省を離れ，１９１９年に経済学の教授資格を取得
し，１９２０年にはストラスブール大学の法律・政治学部教授に，１９２４年に
はパリ大学法学部教授に就任する。政治経済学の発展に寄与し，大学人
として活躍する一方で，複数の国家機関に参加しつつ１５），政府代表者と
１２）Ch. Prochasson, «Entre science et action sociale: le «re´seau Albert Thomas »
et le socialisme normalien, １９００―１９１４ », Ch. Topalov（dir.）, Laboratoires du
nouveau sie｀cle. La ne´buleuse re´formatrice et ses re´seaux en France, １８８０―１９１４,
Paris, E´ditions de l’EHESS,１９９９, p.１４９.
１３）なお，フォンテーヌは１８９９年から１９２０年まで労働部長を務めたが，彼の思想
や労働局の活動については，齊藤佳史「第三共和制期フランスにおける労働
局と社会改革」『歴史と経済』第１９０号，２００６年；清水克洋「１９世紀末セーヌ
県における工業労働者の労働市場：１８９１年労働局調査『フランス工業におけ
る賃金と労働日』の検討」『商学論纂』第４４巻第６号，２００３年を参照。
１４）I. Lespinet, «Le travail repre´sente´: le re´seau de l’Office du travail, １８９１―
１９４１ », Topalov（dir.）, Laboratoires du nouveau sie｀cle , op. cit., p.３４２.
１５）１９２０年代３０年代にかけて，ウアリドは経済社会の均衡に対する国家介入を重
視する立場にたち，国民経済評議会，高等労働審議会（Conseil supe´rieur du
travail）といった主要な国家機関に参加する。とりわけ１９３６年に起こった社
会紛争で彼は労使の仲裁に貢献し，パリ地方で起こった金属業の紛争はウア
リドの仲裁により解決したものである。Assan, «Israe¨l William Oualid », op.
cit., p.１３４.
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して外交上の任務も果たすことになる。とりわけ本稿の関心に基づいて
注目すべきは，１９１９年にポーランドに赴き，９月３日移出民・移入民に
関するフランス・ポーランド協定の締結に貢献したことである。この協
定は，両国の労働者に賃金・待遇の平等を保証するとともに，募集の方
法を定めたものである１６）。実際，この協定を背景として，ポーランド人
は１９２１年から１９３１年に４．６万人から５０．８万人に急増した。この数字は，
１９２０年代に在仏外国人のなかでポーランド人の増加率が最も高いことを
示すものであった１７）。そればかりでなく，この協定はその直後に締結さ
れる協定のモデルとしての役割を果たす。具体的には１９１９年９月３０日フ
ランス・イタリア労働条約，１９２０年３月２０日移出民・移入民に関するフ
ランス・チェコスロヴァキア共和国協定である１８）。次号以降で論じるよ
うに，ウアリドは二国間協定を通じた移民の保護に尽力するが，フラン
ス・ポーランド協定の経験は移民政策に関する彼の思想に決定的な影響
を及ぼしたと考えられる。
１９２０年代を通じて在仏外国人数の増加に伴い移民問題への社会的な関
心が高まるなかで，ウアリドは国際労働機関の事務局長に就任したトマ
に側近として助言し続けるだけでなく，国際連盟，社会博物館，人権連
盟，労働者の法的保護のためのフランス全国協会などのような社会経済
問題に関する議論の場で幾度も移民に関する報告を行った。たとえば，
１９２３年３月に開かれた労働者の法的保護のためのフランス全国協会の会
合で，ウアリドが「労働者移民の法的側面」に関する報告を行なったと
き，当時，同協会の会長を務め，また国際労働機関理事会の初代会長で
１６）J. Ponty, Polonais me´connus. Histoire des travailleurs immigre´s en France
dans l’entre-deux-guerres , ３e e´d., Paris, Publications de la Sorbonne, ２００５, pp.
４５―５０,３９５―４０２.
１７）J. Ponty, L’immigration dans les textes. France, １７８９―２００２, Paris, Belin,２００４, p.
１８４.
１８）Ibid., pp.１２４―１２７.
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もあったフォンテーヌはウアリドを次のように紹介している。
フランスは，残念ながら人口増加が望ましいようには進まず，工業に
も農業にも（しかしとくに農業に）労働者の膨大な需要があり，戦争
以降，移民問題への関心がとても強くなっています。この問題に注意
深く取り組み，われわれが必要とする労働者全員をフランスに導こう
とするために，フランスに公的機関が設立されました。ウアリド氏は
何ヶ月もこの機関の一つの長であり，本日，そのテーマについてあな
たがたに説明するのに適任です。彼はそのテーマを引き受けることを
切望しました。本日，われわれが提案するのは，以下のことです。す
なわち，ウアリド氏の報告に関する議論が終わらなければ，それを第
２回の会議で扱い，続いて関連するテーマについて他の報告を行うと
いうものです〔…〕１９）。
この発言からは，１９２３年当時，産業を問わず広く労働者が不足した状態
であり，その導入が望まれるなかで，専門家としてウアリドに向けられ
た期待の高さを読み取ることができる。
また，１９２７年２月の社会博物館の会議で司会を努めたフランス炭鉱協
会会長ペイランホフ（H. de Peyerimhoff）は，以下のようにウアリド
を紹介している。
皆さん，ウィリアム・ウアリド氏をあなたがたに紹介することはほと
んど役に立ちません。彼の影響力は周知の事実で，通常ここに来る多
くのゲストが関心を寄せるさまざまな分野に及んでいます。アルジェ
１９）Association nationale franaise pour la protection le´gale des tra-
vailleurs, L’aspect juridique de l’immigration ouvrie｀re, Rapport pre´sente´ par W.
Oualid, Paris, F. Alcan, M. Rivie｀re,１９２３, pp.３―４.
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出身で，若く，優秀なこの准教授は，職業形成や学歴が彼に求めてい
た教義に閉じこもりませんでした。彼は政治的，行政的活動に加わる
ことを強く望んだのです。深刻な危機ののち，労働省内の仕事に従事
していたウアリド氏は，外国人労働者課長に任命されました。ゆえに，
あなたがたに提示されるのは，一教授の講義だけでなく，一課長の経
験もです。驚くほどに知られていないこの分野に関して，彼ほど権威
があり，同意可能なガイドをあなたがたがもつことはできないという
ことを私は保証します２０）。
以上からも産業界を代表する人物までもが移民に関するウアリドの知
識に信頼を寄せていたことは明らかである。第一次世界大戦期の外国人
労働者課長を担った経験を通じてウアリドは移民問題の専門家として認
知されるようになったのである。それでは，実際にウアリドは移民や移
民政策に関してどのような議論を展開していたのだろうか。次に，１９２０
年代前半にウアリドが発表した論文，報告書から彼の移民観・移民政策
観を考察していきたい。
⑵ 国際的な人の移動における第一次世界大戦の意義
ウアリドの議論に見られる基本的な特徴は，第一次世界大戦を通じて，
移民の性格が国際的に大きく変化したと捉える点にある。そもそもウア
リドによれば，「移住（e´migration）は，地球全体で人口を均等にする
手段」であり，「国際的な労働市場の均衡を保証する最良の手段」であ
る。移住によって過剰な労働者や失業者が人口の不足する地域や国に移
動することから，「移住は非常に有益な行為である」との見解を示した
２０）W. Oualid, «L’immigration ouvrie｀re en France », Le Muse´e Social, n°５―６, mai-
juin１９２７, p.１２５.
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のである２１）。そのうえで，長い間，個人の自由主義が守られ，人口の均
等化は経済的法則の自由な働きに委ねられていたという。１９世紀におい
て国際的な往来の権利は，「個人の自由の必然的帰結」と見なされ，国
家はその権利に無関心であったばかりでなく，自らそれを放棄したとウ
アリドは示した２２）。
こうした状況は，ウアリドによれば，移民受入れ国と移民送り出し国
の双方の利益に沿うものであった。彼は次のように指摘している。
人の自由な交易，皆，その恩恵こそ称賛していた。というのも世界全
体がそこから利益を得ていたからである。移民受入れ国は，すでに教
育を受けた労働者をその交易に見出した。この労働者は教育費用を支
払う必要がなく，勇敢かつ体力もあり，国民がもはや望まない仕事を
受け入れる自発性に満ちていた。また，その労働者は産業予備軍の足
しにもなる。彼らがいなければ，産業予備軍は兵を率いない軍の幹部
のようになってしまうだろう。他方で，移民送出し国は，収入源，す
なわち国際収支の借方の一要素をその交易に見出した。こうしたこと
が成立するのは毎年移出民の貯金が出身国に送られ，国外への支払い
のための外貨をこうして各国は獲得することができるからである。ま
た，言語的，民族的同胞，そして彼らが外国で築く母国製品の消費者
集団のおかげで，自由な交易は商業的活動，影響力，範囲を広げる手
段となるのである。それは移出民国にとって人間の真の輸出であった。
この輸出は貯金の還流というかたちで即座の利益をもたらすと同時に，
２１）W. Oualid, «L’e´migration moderne et les solutions internationales des
proble｀mes de l’e´migration », Semaine de confe´rences sociales organise´e avec
le concours du Muse´e social de Paris et de l’acade´mie royale de jurispru-
dence et de le´gislation,１９２４, p.５６.
２２）Ibid., p.５０.
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商品の輸出というかたちで潜在的利益もまたもたらすのである２３）。
このようにウアリドは，一方で，受入れ国は教育費用を支払わずに労
働者を獲得し，他方で，送り出し国は送金により外貨を獲得するととも
に，自国製品の販路を見出したと示したのである。そしてこうした状況
が変化したのが第一次世界大戦であった。彼によれば，戦争によって国
民意識が先鋭化し，市場が閉ざされた結果，「自由な往来が終わり，制
限や規制が行われるようになった」のである。したがって，ウアリドは
第一次大戦を経て「介入主義がレッセ・フェールに優先された」，ある
いは「自由な交易が弱まり，経済的ナショナリズムがそれに取って代
わった」ことを繰り返し強調した２４）。
ただし，ウアリドは大戦期に移民や外国人への規制が強化されたこと
を重視したとしても，留意すべきはそれは単に入国制限や国境管理の出
現を意味しているわけではないことである。むしろ，ウアリドは当時の
キーワードであった「組織化」（organisation）という言葉を用いて，人，
とくに労働者の国際的な移動を誘導，管理する必要を説いた２５）。それは
労働需要と供給を一致させ，失業を制限するとともに，自国の労働者と
の競争を回避して賃金を維持することを目的とするものであった。もっ
ともウアリドは労働官僚ピクナール（Ch. Picquenard）とともに最低賃
金の導入を提案したが２６），移民の受入れは労働力政策（労働市場政策）
と関連づけて検討されていたのである２７）。要するに，ウアリドは移民の
２３）Ibid., p.５７.
２４）Ibid., p.５７.
２５）組織化については，権上康男・廣田明・大森弘喜編『２０世紀資本主義の生成：
自由と組織化』東京大学出版会，１９９６年；廣田功『現代フランスの史的形成：
両大戦間期の経済と社会』東京大学出版会，１９９９年を参照。
２６）W. Oualid et Ch. Picquenard, Salaires et tarifs , conventions collectives et gre｀ves,
la politique du ministe｀re de l’Armement et du ministe｀re du Travail, Paris／New Ha-
ven, Presses universitaires de France／Yale University Presse, １９２８; P. V.
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排除を前提としたわけではなく，移民が労働市場に統合されることを視
野に入れ，組織化の必要性を論じたのである２８）。
また，ウアリドは受入れ国の労働者と移民の二重の保護を考慮してい
たことも重要である。前者について，彼は次のように説明する。移民受
入れ国では出生数が自発的に制限されているが，それは充足が望まれて
いるからである。このことはフランスのような出生率の低いヨーロッパ
諸国だけでなく，アメリカやオーストラリアのような国々でも見られる
ことである。多くの国では，労働組合が生活水準の引き上げを要求して
賃金政策を展開し，この政策が社会立法につながったが，それは組合の
強さを表すという。こうした状況下で外国人労働者の流入が安価な賃金
による競争を引き起こせば，より劣った衛生環境や長時間労働を通じて
労働者の生活水準を引き下げることになりかねない。また，その流入は
組合活動や社会立法の効果を損なう危険もある。以上のことから，受入
れ国の労働者の利益を守ることを意味する「労働者の保護主義」（protec-
tionnisme ouvrier）をウアリドは重視していた２９）。
移民については，労働者として保護に値するだけでなく，移民である
がゆえの特別な保護も考慮する必要をウアリドは提示した。すなわち，
出国前，渡航中，到着時の移民の保護である。とくに女性と子どもが晒
される危険，白人女性の売買に関する問題，事故のリスク，移送の劣悪
な環境，移民送り出し国や受入れ国の関係を悪化させる利害の相違をウ
アリドは問題視し，「人の受け入れ，早急な職業紹介，公平な扱い，社
会的保護措置のできるかぎり全般的な適用が，到着時や滞在中に認めら
Dutton, Origins of the French welfare State: The struggle for social reform in
France, １９１４―１９４９, Cambridge, Cambridge University Presse,２００２, p.１４９.
２７）V. Viet, La France immigre´e, op. cit., pp.３２―３６.
２８）Oualid, «L’e´migration moderne », op. cit., p.５７.
２９）Ibid., pp.５８―５９.
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れなければならない３０）」と示した。
以上のように，ウアリドは自国労働者と移民労働者の保護を考慮する
ことを重視していた。それでは，そのための手段はどのように考えてい
たのだろうか。結論を先取りすれば，ウアリドは移民問題は国家主権の
境界を超えたものであり，国際的なレベルでの解決を提案していた３１）。
ただし，移民受入れ国であれ送出し国であれ各国の政策を否定していた
わけではなく，とくにフランスの移民政策は一方的なものではあるが，
適切なモデルを成すとウアリドは評価していた３２）。そこで以下で
は，１９２０年代前半のフランスの移民政策をめぐるウアリドの議論を検討
していきたい。
⑶ １９２０年代前半のフランスにおける移民の管理
１９２０年代前半においてウアリドは，基本的に移民（immigrant）を「仕
事を見つけるためにフランスに行く外国籍の肉体労働者」と捉えてい
た３３）。当時はまだ移民の法的な定義は存在しておらず，また家族移民も
少なからず見られたが３４），彼は何よりも移民を労働者として捉え，その
募集と管理の重要性を説いていた。したがって，少なくとも１９２４年まで，
３０）Ibid., p.６０.
３１）Association nationale, L’aspect juridique de l’immigration ouvrie｀re, op. cit., p.７.
３２）Oualid, «L’e´migration moderne », op. cit., p.６０.
３３）Association nationale, L’aspect juridique de l’immigration ouvrie｀re, op. cit., p.１６.
３４）実際のところ，在仏外国人を性別で見ると，１９２０年代において常に男性の方
が多く，女性を１００とする場合，男性は１９２１年１３５，２６年１４０，３１年１５６という
結果となる。また，年齢別で見ると，１５歳から３９歳のグループが最も多く，
１９２１年５３．９％，２６年５６．８％，３１年５８．１％であった。独身者の比率もフランス
人に比べて高く，未婚者は４９％に及んだ（フランス人は４４％）。外国人既婚者
のなかには家族を故郷に残してくるものも多かった。こうした点を踏まえれ
ば，単身の青年男性が移民の中で最も多く見られたカテゴリーであったこと
は明らかであるが，他方で，女性や子供も少なからず含まれたことは看過す
べきではない。R. Schor, Histoire de l’immigration en France de la fin du XIX e
sie｀cle a｀ nos jours , Paris, Armand Colin,１９９６, pp.６２―６３.
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ウアリドにとって，移民政策とは外国人労働者の募集と管理を意味して
いたのである。募集については，次号以降で論じるように，国際関係に
関わるものであるがゆえに，二国間協定の締結を通じて組織することを
彼は提案していた３５）。他方，管理については，各国の法律や制度の問題
であると捉え，なかでもフランスの管理体制を高く評価していた３６）。
それでは，ウアリドは外国人労働者の管理についてどのような議論を
展開していたのであろうか。まず確認すべきは，その契機としてここで
も第一次世界大戦の経験を重視していたことである。この点について，
彼は次のように述べている。
フランスにおける外国人労働者の管理は戦争の産物である。それまで，
外国人労働者の入国，移動，雇用はかれら自身に完全に委ねられてい
たとは言うべきではない。しかしわずかな法律のみがこの案件を扱い，
その適用はもっぱら警察当局の権限に属していたのである３７）。
そのうえで，ウアリドは管理の全般的な方針と諸施策について以下の
ように説明する。まず，全般的な方針として，「外国人労働者は，国民
労働者の不足に対処するための補助労働力であり，いかなる場合におい
ても国民労働者の利益に反して雇われてはならない」ことを強調する。
そのために，国内労働市場の均衡を保証するとともに，経営者から搾取
されたり労働者に不信を抱かれたりせずに外国人労働者が済むようにす
３５）W. Oualid, «Le recrutement et le placement des travailleurs e´trangers », Les
Documents du Travail, n°１０３―１０４, novembre-de´cembre１９２５.
３６）なお，移民・外国人労働者の導入や管理に携わった諸機関の関係については，
拙稿「１９２０年代フランスにおける外国人労働者の導入と国家の対応：移民常
任省間委員会の議論を手がかりとして」『歴史と経済』第２２１号，２０１３年。
３７）W. Oualid, «Le contro＾le de la main-d’uvre e´trange｀re en France », Informa-
tions sociales, vol.７, n°２,１９２３, p.２.
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ることが求められる。換言すれば，国民労働者と外国人労働者の利益を
保護すると同時に，労働市場の組織化に外国人労働者の募集と職業紹介
を組み込むことが重要であると考えられた３８）。
続いて具体的な諸施策としては，⑴入国前，⑵導入時，⑶滞在期間中
という三つの段階に区別して検討された。第一に「入国前」に関しては，
ウアリドはフランスの行政機関が「予防的・先行的管理」（contro＾le
pre´ventif ou pre´alable）を行うことを重視していた。もっとも企業が外
国人労働者を雇い入れるためには，集団申請と個人申請の二種類の方法
があり，以下の手続きをとることになっていた。外国人労働者の集団申
請を行う場合，申請書は，工業であれば労働省の外国人労働者課に，農
業であれば農業省の農業労働者課に提出する。この二つの課は，申請書
が失業者のいる職種に関するものではないか，労働条件は国民と外国人
の間で待遇の平等の原則に一致しているか，またフランスとの協定が存
在する場合，労働条件が協定の条項に見合ったものであるかを検討する。
とくにウアリドは，失業の有無を確認するには現地の公的職業紹介局の
査証を提示すれば容易に対応できると想定していた。その一方で，個人
申請に関して，フランスの雇用主はまず公的職業紹介局の査証を受けた
うえで，外国人労働者に雇用資格（titre d’embauchage）を直接送付す
ることとなる３９）。要するに，集団申請であれ，個人申請であれ，公的職
業紹介局の査証が「予防的・先行的管理」として重要な役割を果たすと
ウアリドは考えたのである。さらにフランスが協定を締結した国のなか
でもポーランドとチェコスロヴァキアについては，外国人労働者の出国
に先立って現地でフランス側の代表者が職業紹介，選別を行ったため，
ウアリドはこの「予防的・先行的管理」の範囲を広げることが可能であ
３８）Ibid., pp.２―３.
３９）Ibid., pp.３―４.
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ると期待したのである４０）。
第二に，「導入時」には次の三つの管理が行われると考えられた。まず
入国や滞在のために，外国人が正規の雇用資格をもって，すなわち労働省
か農業省によって査証された労働契約書を携帯して入国した場合，無料
で写真付きの身分証が交付された４１）。労働契約書がない状態で，あるいは
非正規の身分で国境派出所に到着した場合は，職業紹介を容易にするた
めに最寄りの移民事務所に案内された。一度入国が認められると，外国
人労働者は自治体に居住届を提出し，雇用主に身分証を提示する義務な
どが定められた４２）。次に職業紹介について，外国人が途中で解雇されても
公的職業紹介局が新たな仕事を紹介するとされた一方で，国内の景気状
況に応じては外国人の国内移動や帰国のための措置が講じられることも
想定された。こうした対応は外国人労働者の保護の観点から見れば矛盾
するのにもかかわらず，ウアリドはあくまでも外国人は補助労働者であ
り，国民労働者の競争相手にならないことを強調して正当化したのであ
る４３）。最後に，雇用条件に関して，待遇の平等を確保するために次の二つ
の方法が採用された。一つは，契約書モデルを作成し，そこにフランス
人労働者と外国人労働者の賃金が同等である旨を明記することである。
もう一つは，申請書や契約書モデルに企業や労働者の問題は，労働省の
規制下に置かれていることを記すことである。ウアリドはこの二つの方
４０）選別を行った職業組織のなかでも１９２０年代に最も影響力を有したのが移民会
社（Socie´te´ ge´ne´rale d’immigration）であった。この企業の設立の経緯・特
徴については，拙稿「１９２０年代フランスにおける移民労働者の組織化：移民
会社（SGI）の活動を中心に」『歴史と経済』第２００号，２００８年。
４１）「在仏外国人労働者の通行と監視に関する」１９２０年１１月１８日デクレでは，身分
証は無料で発行されたが，「外国人身分証」に関する１９２５年９月９日デクレ以
降，その発行は有料となる。Ponty, L’immigration dans les textes, op. cit., pp.
１３６―１３７,１４２―１４３.
４２）Oualid, «Le contro＾le de la main-d’uvre e´trange｀re en France », op. cit., pp.４―５.
４３）Ibid., pp.５―６.
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法を「独創的で，法的に非常に洗練されたもの」として高く評価した４４）。
第三に，「滞在期間中」も外国人労働者は管理の対象と見なされた。
具体的には，通訳である監督者を派遣してこの監督者が現地で契約の履
行を確認し，住宅や食事といった現物給付と報酬，賃金とのバランスを
把握することが重視された。また，監督者には外国人労働者の他地域へ
の送還の役割も果たすことが期待されたのである。
以上のように，ウアリドは入国前から滞在期間にいたるまで，公的職
業紹介局の査証や労働契約書を通じて外国人労働者を管理する必要性を
唱え，実際にそれが可能であると考えていた。それゆえ，１９２３年の時点
では，彼は「外国人労働者の管理は現在のところフランスでは非常に満
足のゆくように組織されているように思われる。それは実際のところ，
まったく批判の対象にはならない」と指摘している４５）。もっとも，管理
の必要性はウアリドだけでなく，政策関係者の間で広く共有されていた
ことでもある。たとえば，１９２６年にトマは「フランスで移民は統制，組
織化，要するに政策の対象でなければならない。近代世界では，社会的
および経済的理由から自発的で自由な移民は，かつてないほど危険なも
のとなっている」と述べている４６）。しかし，外国人の管理はその出身国
と対立する危険性を残すものであった。とくにイタリア政府は国外に移
住する国民を注視しており，国民と定期的に接触して関係を維持しよう
としていた。ウアリドはこうしたイタリアの動きを強く警戒し，それ以
降，移民問題を一国の枠組みで扱うのではなく，国際的な枠組みで解決
する必要を提案することになった。
（２０１９年１月１５日受理）
４４）Ibid., pp.６―７.
４５）Ibid., p.９.
４６） «Pre´face de Albert Thomas
«
, M. Paon, L’immigration en France, Paris, Payot,
１９２６, p.９.
千葉大学 経済研究 第３３巻第３・４号（２０１９年３月）
（３４５） １０１
Summary
French Immigration Policy in the Interwar Period（１）: The
Ideas of William Oualid
Chihiro NAKAMURA（WATANABE）
This article examines William Oualid’s ideas about the immigrants
and the country’s immigration policy in France during the interwar
period; it examines the way in which his ideas varied in accordance
with the changing social, economic, and political situations. Oualid, an
economist and jurist, is considered a representative expert on immi-
gration in France in the １９２０s. He was a member of the Conseil na-
tional e´conomique, as well as a member of the Ligue des droits de
l’homme and the Consistoire. He represented the French government
at the Confe´rence international d’e´migration, held in Geneva in １９２１.
He therefore played an important role, given his close connections to
international organizations, governments, universities, associations, and
immigrant communities. This article analyzes the characteristics of
Oualid’s ideas from １９２０ to １９２４, when he viewed the French immi-
gration policy in a positive light. It has been shown that one reason
for controlling immigrants was to protect both national workers and
foreign workers.
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